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岩手県議会議員佐藤ケイ子

ご意見・ご要望等をお聞かせください。今後の政策づくりに生かしてまいります。

平和で明るい社会を子どもたちへ・・・

№12　２０２２年（令和４）２月

　政府は、「水田活用の直接支払交付金」の見直し
を突然発表し、農家から不安の声が出ている。立憲
民主党岩手県連は、奥州市、平泉町、一関市、矢
巾町などで木戸口参議院議員や県議らが農政懇談
会を開催しているが、米価下落とあわせ農業の維持
に打撃を与える問題である。
　特に、農地集約し大規模化した法人の減収は深刻。
奥州市の試算は、令和 3 年度交付金約４億 4800
万円に対し令和 4 年度は約３億円減少（約 70％
減）、５年後は 90％減少とショッキングな金額を示
した。
　県は突然の決定で影響額が示せない。農家の不
安の声が上がっており、国に説明を求めていくとい
うこと。（1/12 県議会農水委員会）
　今でも赤字なのに、更に交付金見直しで離農も懸
念される。国に対し撤回を求めていかなければなら
ない。

・・・変更内容は・・・
①麦、大 豆、飼 料 作 物（10ｱｰﾙ35,000 円）は、

今後 5 年間に水張りができない農地は交付対象外
②収 穫 の み を 行う牧 草 の 単 価 見 直し（10ｱｰﾙ

35,000 円を 10,000 円に）
③飼料用米など複数年契約加算（10ｱｰﾙ12,000

円）の廃止（2020 年度と 2021 年度の契約分
は 6,000 円に減額）という大幅に減額する内容。

　2 年以上にわたるコ
ロナ禍で、深刻な影響
を受けている皆様にお
見舞い申し上げます。
　秋から年末は感染も
落ち着き行事も再開し
つつありましが、1 月

中旬からオミクロン株の感染が爆発状態になり、
県政報告会も開催できず、皆さまには大変失礼
しています。
　さて、コロナを機会に日本が弱者に厳しい社
会であることが明らかになっています。企業の
内部留保は４８４兆円と過去最大なのに対し、
実質賃金は OECD 諸国で最下位グループ、貧困
率は G７（主要先進国）のワースト２位。
　ツイッター情報によると、日本の貧困は薬物・
犯罪・移民・怠惰でもなく教育水準・スキルも
低くなく、勤勉で労働時間も長い。世界的にも
例の無い「政策のミスよる貧困」とカナダの大
学で引用されたと言う。出典未確認ですが同感
です。
　岸田首相は「新しい資本主義」を強調しますが、
貧困と格差を拡大させた原因を是正する内容は
見えないままです。不安定雇用を拡大させた労
働法制の改正、医療・年金・介護などの負担増
の改善、不公平税制是正などの政策転換で、「国
民の生活が第一」の政治を実現したいものです。

 12 月18 日
 三陸沿岸道路全線開通式（久慈）

久慈～普代間が開通
し、三 陸 沿 岸 道 路

（仙台～八戸）全線
3 5 9 km が 開 通。
昭和 50 年代から
計画され悲願だっ
た が、東 日 本 大 震

災で「命の道路」復興道路として事業が実施され、
10 年間で偉業達成。悪天候につきテープカット等の
イベントは体育館の中で実施。

 12月19日 北上市婦協30周年記念式典
平成 3 年の北上市、
和賀町、江釣子村の
合併から市婦協も
30 周年。この 10

年間は、東日本大震災や岩手国体のボランティア、毎
年の市民公開講座での研修会や映画会…。講演はス
ケートの岡崎朋美さんで、5 回もオリンピック出場の偉
業に感服、楽しいトークショーでした。

 12月23日 
　 神奈川県凸凹でこぼこ保育園視察

県議会教育子ども政策調査
特別委員会は、不登校、い
じめ、居場所などの様々な
問題についての研修視察。
厚木市のカミヤト凸凹（で

こぼこ）保育園では、障が
いの有無に関わらず、自然で自由な遊びでインクルー
シブ保育を実践。共生社会のモデルに感銘。

 1月16日 立憲民主党岩手県連・参院選
 　木 戸 口 英 司 氏 の 擁 立 を 決 定

7 月の参院選挙に現職
の木戸口英司氏の擁立
を決定し、野党各党・
各団体・労組などへの
推薦要請など参院選へ

の取り組みを本格化させることを決定した。政治を
変える、いわてのチカラ総結集 !! ご支援を。

 1月23日 相去町産廃発電施設反対集会
北上市相去町に廃プラ
焼却発電施設の設置計
画があり、建設反対決
起集会が開催された。
膨大な廃プラ量、搬入
経路と通学路、農業と
環境の問題、住宅街の

環境問題…。事業者は、企業の社会的責任より営利
追究を露骨に表し、課題山積の事案である。 シュプレ
ヒコールで気勢をあげ、のろしも打ち上げ、地区民
の結束を示した。

 7月31日 湯田牛乳公社の新工場落成式
強い農業づくり交付金も活
用し 21 億円の事業費で新
施設整備。人気のヨーグル
トの生産拡大で、地域の酪
農家を支え、地域産業に貢
献することが期待される。

 8月7日 親子県議会教室
22 組の小学生親
子が参加し、クイ
ズ、議場探検や議
員との「ふれあい
トーク」が行われ

た。投票率の低下が問題になっているが、小学生か
ら政治に関心を持ってほしい。

  11月9日 国道107号の通行止め現場視察

西和賀町大石地区の現場で、北上土木センター所長
から説明を受けた。5 月の地震から道路に亀裂が入
り道路は陥没。復旧にはダム湖を渡る仮設橋や 10
万㎥という大量の盛土で応急工事が必要とのこと。
仮復旧でも令和 5 年 1 月に開通できるかどうか、豪
雪地帯なので大変な工事が予想される。

 11月30日 小倉山 4 号トンネル貫通式
花巻と西和賀町をつなぐ

「銀河なめとこライン」の
小 倉 山 4 号 ト ン ネ ル

（1034ｍ）の貫通式。技
術の進歩と岩盤トラブル
もなく、１年間での掘削は

スゴいスピード。小倉山2工区の事業費は約 67 億円
で、2024 年の開通をめざし工事の安全を祈願した。

 12月5日 岩手ウィメンズネット講演会
女性議員の会は、「ひと
り親家庭と共に 」の講
演会を開催（オンライ
ン併用）。ひとり親世帯
の厳しい状況、子ども
食堂や生活支援への連
携事例が紹介された。
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あ  い  さ  つ

2021（令和３）年7月～2022（令和4）年1月

農家経営に大打撃 !!　JAや土地改良区も困惑…
国策に沿い農地集積に協力したが…

転作を進めながら 5年ごとに水を張れ ??
水田に戻してコメを作れ ??　土壌改良は難しい…

交付金の大幅削減が目的か !!　

転作のハシゴをはずす

         水田活用交付金の見直し

主な役職

岩手県議会議員（商工建設委員会委員長、教育・子ども政策
調査特別委員会委員）、自治労岩手県本部政治連盟会長、北
上市職労特別執行委員、立憲民主党岩手県連ジェンダー平
等推進副委員長、社民フォーラム岩手代表代行
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1. 新型コロナウイルス感染症対策
（1）子どもの感染防止に教育・保育職員のワクチ

ン優先接種や定期的PCR検査の実施を。
（2）３回目のワクチン接種の体制の改善を。
（3）陽性者の公表は保健所管内としているが、市

町村名の公表ができないか。
（4）小中学校のスクールサポートスタッフの雇用

延長を。また、高校には配置されていない。改
善をするべき。

2. 医療・福祉施策
（1）医療・介護情報ネットワークの未整備地区の

課題認識と県内全域ネット化への取り組みを。
（2）ヤングケアラーの実態把握と支援を。
（3）引きこもり・生活困窮・ダブルケア…など複

雑化する課題に対し、重層的支援体制整備事
業の開始を。

3.環境施策
（1）第2次岩手県地球温暖化対策実行計画の目標

達成に向けた知事メッセージを。
（2）再エネ推進として、公共施設のソーラー化や

荒廃農地の再エネ設備導入を。
（3）産廃焼却発電施設の設置課題と厳格な対応を。
　　（詳細はP3参照）
4.国道107号の復旧
（1）災害箇所のトンネル化を検討すべき。
（2）ダブルネットワークの強化と錦秋湖SAへの

スマートインター設置を。
5.教育施策
（1）教員免許更新制が廃止されるが、研修の見直

しは働き方改革の視点を重視すべき。
（2）学校事務の統合型校務支援システムの検討状

況は。
（3）部活動の地域移行を進めるというが、課題認

識は。
6.県職員の働き方改革
（1）専門職員 (獣医師・薬剤師・土木・保健師…)

の人員確保への取り組みを。
（2）長時間労働の改善、メンタルヘルス対策の強

化を。

2021（令和 3）年 ９月 議会
10月 7日一般質問しました (一問一答方式 )

一般質問の項目

　2月2日木戸口英司参議院議員と県議 (関根・高橋・佐藤 )は、北上市長・
副市長・教育長をはじめ関係部長から感染拡大が続く教育・保育施設の状況
をヒアリングした。
　PCR検査がひっ迫し、検査待ちや結果判定に5日かかった例もあり、その間、
子供も保護者も職員も濃厚接触者として自宅待機するだけ。保健所も連絡がつ
かない、夜中3時の FAXからしても非常事態だということ。いわて健康観察サ
ポートセンターも開設されたが深刻な状態である。また、非正規雇用の保護者か
らは、賃金の不安の声やグチが学校や保育園に寄せられているという。
　北上市長からも、学びの保障及び社会機能維持のため、保健所やPCR検査業務の迅速化と改善の要望があった。
　木戸口議員は、全国的にもPCR検査体制、保健所体制、休業補償など制度の問題が指摘されており、政治の目詰ま
りを正し、現場の声に応えていくと語った。

事 業 者 は 日 量
200トンの廃プ
ラ を 岩 手 ・ 宮
城・福島から搬
入すると言う。
(1月の市議会で
は医療廃棄物を
含むと表明)
この量は岩手中
部クリーンセン
ターの一般廃棄
物を超える膨大
な量である。
県の答弁による
と、近県では適
切に処理されて
いると言う。廃
棄物はどこから
搬入するのか疑
問だらけ。海外
からの搬入が主
体か。

青森県境の産廃
問題を経験した
本県は、県外搬
入に対し厳格な
対応をしている
はず。
今回の件につい
ても地元の意向
を尊重し、厳格
な対応を求めて
いかなければな
らない。

★県外搬入の
　厳格な対応を。

★ゴミは
　　どこから?

2022年 4月から特定不妊治療が保険適用
となり負担が軽減される。年令や治療方法の
制限や市町村独自支援もあるのでご相談を。

岩手日報 県議会だより

～保健所のひっ迫状態改善とPCR検査体制の
　　　　　　　　　　　　迅速化を求める切実な声～
～保健所のひっ迫状態改善とPCR検査体制の
　　　　　　　　　　　　迅速化を求める切実な声～

コロナ感染拡大における教育・保育の状況を
ヒアリング (2月2日・北上市役所・立憲民主党岩手県連)


